








































ルソーの思想家としてのデビュー作は『学問芸術論』（Discours sur les sci-


























































































（７）J.−J. Rousseau, op. cit., p．１７．訳３１頁．
（８）前川貞次郎訳『学問芸実論』（岩波文庫）「解説」２３５頁．





























































































































































































































































































































































































































































































































































































志（la volonté générale）」は、個人の私的利益のみを求める「特殊意志（la volonté
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おわりに
以上、ルソーの政治・法思想について見てきたのであるが、それは様々な評
価を受けながらも、基本的な発想はそのデビュー作である『学問芸術論』から、
『人間不平等起源論』を介して、『社会契約論』に至るまで変わっていないと
いうのが、本考察の結論である。すなわち、ルソーの一貫して主張したのは、
［政治社会における人民の自律性」の提唱であると言えよう。
すでに見たように、ルソーは『社会契約論』において、１８世紀中期のイギリ
ス人民について、「イギリスの人民は自由だと思っているが、それは大きなま
ちがいだ。彼らが自由なのは、議員を選挙する間だけのことで、議員が選ばれ
る也いなや、イギリス人はドレイとなり、無に帰してしまう」と指摘している
が、それから約２世紀半後の今日、世界は今なおこの指摘に応え得ているとは
言えない。この意味において、［政治社会における人民の自律性」の確立とい
うルソーの課題は、今日の私たちに対する課題であり続けていると言わねばな
らない。
